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研究 1 で著者は、大学生のビンジドリンキングとその関連要因を明らかにするため、関東近郊の 31
大学 35 学部の大学生を対象に、アンケート調査を行った。配布した 1030 部のうち、594 名の学生から
返信があり、飲酒歴のない学生やデータ欠損などを除外し 563 名の学生を分析対象とした。その結果、







大学生の飲酒量が約 2 倍に増加することも明らかにしている。 
研究 2 で著者は、大学生と社会人の飲酒行動を比較するため、インターネット調査会社に登録してい
る大学生 100 人、20~40 代の大学を卒業した社会人 100 名、それぞれ週に 1 回以上飲酒する習慣のあ










リクルート方法によって、382 名の学生が教育プログラムに参加し、最終的に 21 名のビンジドリンキ





























令和 2 年 1 月 15 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（ヒューマン・ケア科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
